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一
、
は
じ
め
に

　
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
は
、
明
治
の
政
治
小
説
『
佳
人
之
奇
遇
』
全
十
六
巻
、
明
治
十
八
年
－
三
十
年
、
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
筆
者
が
こ
の
作
者
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
小
説
の
第
一
巻
に
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
論
が
十
七
頁
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
愛
蘭
惨
状
ノ
図
」
と
題
す
る
挿
絵
も
附
し
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
農
村
に
特

有
の
、
{
j
a
t
l
e
d
h
o
u
s
e
と
、
英
兵
が
そ
こ
か
ら
掠
奪
し
、
ま
た
農
婦
達
に
暴
行
を
働
い
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
戦
後
よ
り
も
戦
前
、
特
に
明
治
・
大
正
期
に
、
多
く
の
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
明

治
十
八
年
と
い
う
の
は
、
か
な
り
早
い
方
で
あ
る
。
し
か
も
、
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
作
者
が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
書
い
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
十
六
年
頃
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
の
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
論
と
し
て
は
、
最
初
期
の
も
の

に
属
す
る
。

　
　
　
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
の
蔵
書
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時
期
の
前
後
は
と
も
か
く
、
そ
の
扱
っ
て
い
る
内
容
は
、
明
ら
か
に
、
当
時
の
日
本
で
は
最
新
の
知
識
で
あ
る
。

　
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
紹
介
は
、
小
説
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
一
人
た
る
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
女
性
紅
蓮
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
（
従
っ

て
我
国
と
か
、
我
と
い
っ
た
表
現
は
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
こ
と
で
あ
る
。
）

　
ま
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
併
合
ー
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
あ
た
り
の
こ
と
ら
し
い
ー
か
ら
説
き
始
め
、

英
蘇
相
謀
っ
て
「
我
国
ノ
繁
盛
ヲ
嫉
ミ
我
富
強
ヲ
忌
ミ
苛
法
虐
制
到
ラ
サ
ル
所
ナ
ク
我
工
業
ヲ
窘
メ
我
製
造
ヲ
蔓
メ
我
貿
易
ヲ
害
シ

我
結
会
ヲ
防
ケ
我
教
法
ノ
自
由
ヲ
奪
ヒ
我
出
版
ノ
自
由
ヲ
禁
セ
リ
」
（
二
十
九
頁
）
と
、
悪
名
高
い
異
教
徒
刑
罰
法
に
よ
る
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
良
民
ノ
田
畝
」
を
掠
奪
し
た
「
地
主
（
多
ク
英
ノ
貴
族
）
」
は

「
苛
微
ヲ
務
メ
」
る
。
や
が
て
、
「
今
ヲ
距
ル
「
僅
二
数
十
載
愛
蘭
ノ
志
士
奮
テ
英
政
立
法
ノ
羈
絆
ヲ
脱
シ
独
立
保
護
ノ
政
策
ヲ
施

行
セ
シ
ニ
当
テ
ヤ
エ
業
振
起
シ
士
風
再
ヒ
盛
二
四
海
中
興
ノ
美
群
生
来
蘇
ノ
望
ヲ
懐
ケ
リ
」
（
三
十
頁
）
と
、
十
八
世
紀
末
の
グ
ラ
タ

ン
議
会
前
後
の
様
子
が
描
か
れ
、
「
再
ヒ
英
国
ノ
虐
政
ニ
窘
メ
ラ
レ
国
権
憲
法
ノ
自
由
ヲ
殺
カ
レ
」
た
一
八
〇
一
年
の
合
併
と
、
そ

れ
に
よ
る
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
経
済
の
疲
弊
が
紹
介
さ
れ
る
。
や
が
て
「
我
民
其
弊
ニ
堪
ヘ
ス
餓
死
ス
ル
者
八
十
万
ヲ
超
ユ
ル
ニ
至
レ

リ
」
と
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
特
有
の
大
飢
饉
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
苛
酷
な
植
民
地
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
し
か
も
、

「
怪
談
対
岸
ノ
英
民
傍
観
救
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
欣
然
喜
色
を
顕
シ
テ
日
ク
愛
国
ノ
窮
厄
ハ
人
民
過
多
ノ
致
ス
所
ナ
リ
禍
災
荐

二
至
り
生
民
死
亡
相
続
キ
然
ル
後
以
テ
富
強
ヲ
謀
ル
ヘ
シ
」
と
、
対
岸
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
全
く
同
情
な
い
し
連
帯
意
識
の
な
い
こ

と
、
ま
た
、
マ
ル
サ
ス
流
の
人
口
理
論
で
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
貧
困
が
説
明
さ
れ
、
人
口
を
減
ず
れ
ば
経
済
の
繁
栄
も
可
能
に
な
る
と

説
か
れ
て
い
た
様
子
な
ど
が
描
き
だ
さ
れ
る
。
移
民
が
多
い
の
は
、
こ
の
「
邪
説
」
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
た
め
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

後
に
、
大
島
貞
益
も
、
マ
ル
サ
ス
人
口
論
の
紹
介
を
行
な
う
際
、
東
海
散
士
と
全
く
同
じ
観
点
か
ら
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
貧
因
に
つ
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い
て
の
マ
ル
サ
ス
的
解
説
と
解
決
策
＝
移
民
と
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
東
海
散
士
の
説
は
、
大
島
よ
り
十
数
年
早
く
世
に

出
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
の
実
状
か
ら
、
当
時
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
如
何
に
お
そ
ろ
し
い
相
手
で
あ
る
か
、

自
由
貿
易
が
如
何
に
国
か
誤
ま
る
も
の
で
あ
る
か
、
が
結
論
と
し
て
出
さ
れ
る
。

　
　
「
蓋
シ
英
人
ノ
外
交
政
略
タ
ル
談
笑
ノ
間
ニ
剣
ヲ
含
ミ
杯
酒
ノ
中
ニ
鴆
ヲ
灑
キ
狼
レ
ル
「
山
羊
ノ
如
夕
食
ル
「
豺
狼
ノ
如
シ
親
ム

可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
若
シ
一
タ
ヒ
彼
四
海
兄
弟
自
由
交
通
ノ
甘
言
ニ
欺
カ
レ
彼
ト
自
由
二
貿
易
シ
彼
干
渉
ヲ
招
ク
ト
キ
ハ
其
邦
国
（
土

耳
其
、
印
度
、
埃
及
、
諸
邦
）
ハ
漸
次
二
生
歯
減
シ
国
力
疲
レ
国
ニ
独
立
ノ
名
称
ア
ル
モ
独
立
ノ
実
カ
ヲ
欠
キ
年
年
歳
歳
貿
易
釣
ヲ
失

ヒ
金
宝
ヲ
輸
出
ス
ル
名
ハ
入
貢
二
非
ス
ト
誰
そ
実
ハ
国
民
ノ
膏
血
ヲ
絞
テ
以
テ
英
国
ニ
貢
ス
ル
ニ
異
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
世
二
空

理
二
連
ヒ
英
人
ノ
術
中
ニ
陥
テ
之
ヲ
暁
ラ
サ
ル
者
少
カ
ラ
ス
真
ニ
浩
敬
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
誰
カ
謂
フ
英
皇
ハ
仁
慈
恤
愛
ナ
リ
ト
今
英

女
皇
ノ
即
位
以
来
英
領
印
度
人
民
ノ
飢
死
セ
ル
者
五
百
万
」
（
三
十
一
頁
～
三
十
二
頁
）

　
以
上
の
度
々
の
引
用
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
美
女
紅
蓮
の
展
開
す
る
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
論
は
、
そ
の
殆
ど
が
経
済
問
題
で
あ
る
。
イ

ギ
リ
ス
の
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
そ
の
他
の
各
植
民
地
に
対
す
る
苛
酷
な
政
治
・
経
済
諸
政
策
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
自
由
貿
易
政
策
の
も
た

ら
す
後
進
国
の
経
済
的
破
産
。
東
海
散
士
は
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
自
由
貿
易
論
を
批
判
し
、
日
本
の
対
外
政
策

に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
列
強
の
脅
威
を
説
き
、
ま
た
、
特
に
貿
易
政
策
に
つ
い
て
、
保
護
貿
易
政
策
を
と
る
べ
き
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
政
治
小
説
と
は
い
え
、
こ
の
簡
潔
な
叙
述
の
裏
に
は
、
か
な
り
の
歴
史
的
智
識
と
、
経
済
理
論
の
習
得
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た

当
時
の
わ
が
国
で
は
入
手
不
可
能
な
資
料
が
、
そ
の
叙
述
の
裏
に
は
ひ
そ
ん
で
い
る
。
東
海
散
士
は
ど
の
よ
う
な
書
物
を
利
用
し
、
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ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
こ
れ
ら
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
小
説
を
知
っ
て
後
に
、
筆
者
の
中
に
湧
い
て
き
た
疑
問

で
あ
っ
た
。

　
幸
い
、
い
く
つ
か
の
過
然
も
重
な
っ
て
、
今
年
、
東
海
散
士
が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
入
手
し
利
用
し
た
書
物
の
殆
ど
が
、
福
島
県
会

津
若
松
市
の
若
松
市
立
会
津
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
え
た
。
こ
の
寄
贈
図
書
の
リ
ス
ト
は
、
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な

い
と
い
っ
て
よ
い
。
筆
者
は
現
地
に
赴
く
機
会
を
得
、
寄
贈
の
経
過
、
図
書
の
状
態
な
ど
を
ご
く
一
部
で
あ
る
が
調
査
し
得
た
。
さ

き
の
筆
者
の
疑
問
を
解
く
た
め
の
、
こ
れ
は
唯
一
の
道
で
あ
る
。
時
間
的
制
約
か
ら
、
限
ら
れ
た
範
囲
に
留
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

が
、
寄
贈
書
の
リ
ス
ト
も
作
成
し
得
た
。
本
来
な
ら
、
全
部
の
調
査
が
完
了
し
て
か
ら
活
字
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
諸
事
情
か
ら

し
て
、
近
々
に
は
調
査
を
完
了
す
る
時
間
的
余
裕
を
見
出
し
得
ぬ
た
め
、
差
当
り
、
こ
こ
に
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
分
に
つ
い
て

だ
け
、
記
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

　
筆
者
が
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
機
会
を
、
十
年
前
に
与
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
当
時
の
学
部
長
、
内
田
直
作
教
授
で
あ
っ
た
。

教
授
の
古
稀
を
お
祝
い
す
る
記
念
号
に
、
わ
が
国
で
最
も
早
い
時
期
に
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
を
論
じ
た
人
物
に
つ
い
て
書
く
こ
と
が
出
来

る
の
は
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。
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二
、
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
の
生
涯

　
東
海
散
士
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
柳
田
泉
、
平
泉
澄
両
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
、
東
海
散
士
の
実
弟
柴
五
郎
の
遺
書
『
あ
る
明

治
人
の
記
録
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
会
津
図
書
館
所
蔵
の
『
諸
士
系
譜
』
三
二
に
ょ
る
と
、
東
海
散
士
（
柴
四
郎
）
は
、
柴
佐
多
蔵
繁
吉
（
文
化
九
甲
年
三
月
十
日
誕

生
、
明
治
十
五
年
九
月
六
日
没
）
、
妻
フ
ジ
（
戊
辰
八
月
二
十
三
日
殉
難
、
五
十
才
）
の
第
八
子
、
四
男
に
生
れ
て
お
り
、
四
朗
（
茂
四
郎
）

と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
兄
弟
姉
妹
は
十
一
名
、
男
子
五
名
、
女
子
六
名
で
、
う
ち
女
子
二
名
（
三
女
志
ゆ
ん
、
五
女
い
ょ
）
が

夭
折
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五
郎
の
『
遺
書
』
に
よ
れ
ば
、
父
は
会
津
藩
士
、
二
百
八
十
石
の
御
物
頭
（
隊
長
）
格
役
黒
紐
と
い
う
身
分

で
あ
っ
た
。
こ
の
身
分
は
、
藩
士
の
十
一
階
級
中
第
三
位
の
階
級
で
、
藩
中
か
な
り
重
い
身
分
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
四
朗
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
十
二
月
に
、
安
房
の
国
富
津
の
会
津
陣
屋
で
生
れ
た
。
父
佐
多
蔵
が
そ
こ
に
出
張
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
藩
校
日
新
館
に
学
び
、
病
身
で
あ
っ
た
が
、
文
才
は
そ
の
頃
か
ら
芽
生
え
て
い
た
と
い
う
。

　
藩
主
容
保
が
京
都
守
護
職
に
な
る
と
、
父
、
兄
に
統
い
て
四
朗
も
京
に
上
り
、
慶
応
四
年
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
出
陣
す
る
。
十
六
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歳
で
あ
っ
た
。
帰
藩
後
、
会
津
に
亡
命
中
の
沼
間
慎
次
郎
（
守
一
、
後
に
嚶
嗚
社
を
お
こ
し
、
立
憲
改
進
党
組
成
に
参
加
す
る
）
の
塾
で
フ

ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
会
津
藩
留
学
生
と
し
て
、
海
外
に
赴
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
不
幸
に
も
、
病
の
た
め
出
発
出
来
な
か
っ

た
。
間
も
な
く
、
薩
長
軍
の
会
津
討
伐
が
始
ま
り
、
四
朗
も
白
虎
隊
士
と
し
て
参
戦
す
る
。
但
し
、
熱
病
の
た
め
歩
行
も
ま
ま
な
ら

ぬ
程
で
あ
っ
た
た
め
、
白
虎
隊
の
最
後
の
出
陣
に
は
参
加
で
き
ず
、
城
中
に
留
ま
り
、
白
虎
隊
士
の
生
残
り
と
な
っ
た
。
会
津
で
の
こ

う
し
た
生
残
り
の
人
々
に
は
、
生
涯
、
一
種
の
負
い
目
が
つ
い
て
回
る
。
故
郷
の
人
々
に
も
、
必
ず
し
も
快
く
は
迎
え
ら
れ
な
い
（
典

型
的
な
例
に
は
、
飯
盛
山
で
自
刃
し
て
果
せ
ず
、
通
り
か
ゝ
つ
た
婦
人
に
助
け
ら
れ
た
白
虎
隊
士
飯
沼
氏
の
場
合
が
あ
る
。
同
氏
の
証
言
で
、
白
虎

隊
の
悲
劇
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
同
氏
自
身
は
長
く
郷
里
に
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
）
。
柴
四
朗
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
足
跡
を

残
し
な
が
ら
、
常
に
、
一
歩
退
い
た
立
場
を
自
ら
選
ん
だ
の
に
も
、
こ
の
少
年
の
日
の
負
い
目
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
筆
者
に

は
思
え
る
。

　
悲
劇
は
、
柴
家
に
も
あ
っ
た
。
当
主
佐
多
蔵
、
長
男
太
一
郎
、
次
男
謙
介
、
三
男
五
三
郎
、
四
男
四
朗
と
、
五
人
の
男
性
が
出
陣

し
た
後
、
残
っ
た
女
性
達
、
祖
母
つ
ね
八
十
一
歳
、
母
フ
ジ
五
十
歳
、
太
一
郎
妻
と
く
二
十
歳
、
四
女
そ
い
（
鳥
羽
伏
見
で
戦
死
し
た

土
屋
敬
治
の
妻
）
十
九
歳
、
六
女
さ
つ
七
歳
の
五
人
は
、
籠
城
し
て
足
手
ま
と
い
に
な
る
こ
と
を
さ
け
る
た
め
、
自
宅
で
自
害
し
て
果

て
た
。
戌
辰
八
月
二
十
三
日
殉
難
、
と
『
諸
士
系
譜
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
、
木
村
兵
庫
に
嫁
し
た
長
女
か
よ
も
、
重
傷
の

た
め
自
刃
し
た
夫
に
殉
じ
て
、
自
害
し
て
い
る
。
五
郎
の
追
憶
で
は
、
七
歳
の
妹
さ
つ
ま
で
も
、
常
に
短
刀
を
た
ず
さ
え
て
お
り
、

激
し
い
音
声
が
聞
え
る
と
、
と
っ
さ
に
鞘
を
は
ら
っ
て
自
害
の
身
構
え
を
し
た
と
い
う
。

　
全
員
自
刃
し
た
女
性
達
と
は
逆
に
、
参
戦
し
た
男
性
達
は
、
次
男
謙
介
が
戦
死
し
た
の
を
除
け
ば
、
全
員
、
傷
こ
そ
負
っ
て
は
い

た
が
、
生
き
残
っ
た
。
九
歳
の
五
男
五
郎
も
、
山
荘
に
栗
拾
い
に
出
さ
れ
て
い
て
、
無
事
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
柴
家
の
血
を
絶
や
さ
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ぬ
た
め
の
母
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
『
佳
人
之
奇
遇
』
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
状
況
が
、
悲
痛
に
語
ら
れ
て
い
る
。
生
か
さ
れ
た
五
節

の
錯
乱
し
た
様
子
は
、
五
郎
自
身
の
『
遺
書
』
に
詳
し
い
。
こ
れ
は
、
五
郎
の
内
に
深
い
傷
と
な
っ
て
残
り
、
薩
長
へ
の
う
・
ら
み
と

な
っ
て
重
く
沈
澱
す
る
。
後
年
、
五
郎
は
陸
軍
に
進
み
、
「
賊
軍
」
会
津
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
陸
軍
大
将
従
二
位
勲
一
等
功
二

級
に
ま
で
出
世
す
る
。
し
か
し
、
退
役
し
、
八
十
歳
を
す
ぎ
て
後
も
、
な
お
、
次
の
よ
う
に
記
す
の
で
あ
る
。

　
「
血
涙
の
辞
。
い
く
た
び
か
筆
と
れ
ど
も
、
胸
塞
が
り
涙
さ
き
だ
ち
て
綴
る
に
た
え
ず
、
む
な
し
く
年
を
過
し
て
齢
す
で
に
八
十

路
を
越
え
た
り
。
…
…
時
移
り
て
薩
長
の
狼
籍
者
も
、
い
ま
は
苔
む
す
墓
石
の
も
と
に
眠
り
て
す
で
に
久
し
。
恨
み
て
も
甲
斐
な
き

繰
言
な
れ
ど
、
あ
あ
、
い
ま
は
恨
む
に
あ
ら
ず
、
怒
る
に
あ
ら
ず
、
た
だ
口
惜
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
く
、
心
を
悟
道
に
託
す
こ
と
能

　
　
　
　
　
㈲

わ
ざ
る
な
り
。
」

　
五
郎
は
ま
た
、
大
久
保
利
通
の
暗
殺
に
つ
い
て
も
、
西
郷
、
大
久
保
は
会
津
を
血
祭
り
に
あ
げ
た
元
兇
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
非
業

の
最
後
は
、
専
横
、
暴
走
の
結
果
で
あ
り
、
「
当
然
の
帰
結
な
り
と
断
じ
て
喜
べ
り
」
（
傍
点
筆
者
）
と
記
し
て
い
る
。
五
郎
は
敗
戦

の
年
の
十
二
月
十
三
日
、
八
十
七
歳
で
自
決
し
た
。
敗
戦
の
責
任
を
と
っ
て
自
決
し
た
陸
海
将
軍
の
数
の
少
い
こ
と
は
、
わ
が
国
の

現
代
史
上
、
不
愉
快
な
「
謎
」
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
が
、
八
十
七
歳
の
老
将
軍
の
自
決
は
一
つ
の
痛
ま
し
い
謎
で
あ
る
。
彼
は
日

清
、
日
露
の
戦
役
に
参
加
し
た
。
特
に
、
こ
の
両
戦
役
の
間
に
お
こ
っ
た
義
和
団
事
件
で
は
、
北
京
籠
城
軍
の
指
揮
官
と
し
て
、
国

際
的
に
も
勇
名
を
は
せ
た
。
ま
た
、
中
国
通
と
し
て
、
多
く
の
中
国
人
に
し
た
わ
れ
、
日
支
事
変
等
に
つ
い
て
は
、
既
に
退
役
し
て

い
た
が
、
非
常
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
、
何
故
、
敗
戦
の
責
を
負
う
か
の
如
き
最
期
を
と
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

謎
を
解
く
鍵
は
、
彼
が
、
生
涯
に
二
度
敗
戦
を
経
験
し
た
（
会
津
の
落
城
と
八
月
十
五
日
）
日
本
で
唯
一
の
陸
軍
大
将
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
四
朗
は
、
他
の
会
津
藩
士
と
と
も
に
、
捕
虜
と
し
て
江
戸
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
や
が
て
、
会
津
藩
が
下
北
半
島

の
不
毛
の
地
斗
南
に
流
さ
れ
る
の
に
従
っ
て
、
同
地
に
赴
く
。
会
津
藩
は
こ
の
「
流
刑
」
の
地
で
な
お
英
語
学
校
を
設
け
、
四
朗
は

そ
こ
で
学
び
、
更
に
、
横
浜
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
書
生
に
な
り
、
ま
た
、
通
訳
を
す
る
な
ど
、
非
常
な
苦
労
を
重
ね
る
。
幸
い
、
横
浜

税
関
長
柳
谷
謙
太
郎
の
書
生
と
し
て
、
明
治
八
年
か
ら
十
年
ま
で
を
す
ご
し
、
こ
の
頃
に
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
学
問
的
蓄
積

が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
、
西
南
戦
争
が
お
こ
り
、
四
朗
も
、
病
を
お
し
て
、
他
の
会
津
藩
士
と
共
に
、
「
芋
征
伐
」
に
参

加
す
る
。
こ
の
参
戦
が
機
縁
と
な
っ
て
、
谷
干
城
の
知
遇
を
得
、
ま
た
、
岩
崎
家
の
出
資
を
得
て
、
ア
メ
リ
カ
留
学
が
実
現
す
る
。

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
、
二
十
七
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
ま
ず
落
着
き
、
そ
こ
で
、
P
a
c
i
f
i
c

B
u
s
{
n
e
S
の
o
}
}
e
g
e
に
通
い
、
翌
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年

十
二
月
十
七
日
、
D
{
p
}
o
m
a
を
得
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
両
大
学
に
学
び
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）

年
十
二
月
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
か
ら
、
B
a
c
h
e
l
o
r

o
f
哨
y
a
n
a
を
受
け
る
。
満
年
令
三
十
三
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
で

あ
る
。
大
体
正
規
の
期
間
で
卒
業
し
て
い
る
。
戦
い
と
飢
え
に
明
け
く
れ
た
少
年
時
代
を
す
ご
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
語
学
力
は
、
日

本
で
既
に
か
な
り
つ
い
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。

　
帰
国
は
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
初
頭
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
は
欧
化
主
義
万
能
の
い
わ
ゆ
る
鹿
鳴
館
時
代
で
あ
り
、
西
欧

列
強
の
東
洋
侵
略
の
危
険
に
、
誰
も
気
附
い
て
い
な
い
か
の
如
き
風
潮
で
あ
っ
た
。
四
朗
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、
憂
国
の
書

を
、
一
般
の
人
々
の
受
入
れ
や
す
い
形
で
出
す
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
『
佳
人
之
奇
遇
』
で
あ
る
。
既
に
滞
米
中
に
書
い
て
あ
っ
た
、

と
本
人
は
記
し
て
い
る
。
西
南
戦
争
の
際
も
四
朗
は
戦
況
を
各
新
聞
に
記
し
て
お
り
、
ま
た
在
米
中
は
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
の

新
聞
雑
誌
に
投
稿
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
突
然
あ
ら
わ
れ
た
著
述
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
方
の
日
本
人
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か
ら
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
慧
星
の
出
現
の
ご
と
く
迎
え
ら
れ
、
以
後
第
十
六
巻
ま
で
、
特
に
前
半
は
、
熱
狂
的
に
読
ま
れ
、

論
じ
ら
れ
た
。
経
済
の
学
徒
が
、
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
巻
に
は
谷
干
城
の
序
、
第
二
巻
に
は
朝
鮮
独
立

党
の
金
玉
均
の
跋
、
第
三
巻
に
は
後
藤
象
次
郎
の
序
、
そ
の
他
、
鳥
尾
小
弥
太
、
杉
浦
重
剛
、
三
浦
梧
楼
、
大
養
木
堂
な
ど
各
界
名

士
の
序
文
や
跋
が
、
多
く
は
そ
の
人
自
身
の
書
で
の
せ
ら
れ
て
お
り
、
四
朗
が
留
学
前
既
に
か
な
り
広
汎
な
、
当
時
の
「
名
士
」
と

知
己
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
人
々
が
、
多
く
、
在
野
の
日
本
主
義
、
保
護
主
義
の
立
場
の
人
々
で
あ
る

こ
と
は
、
四
朗
の
立
場
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
帰
国
早
々
、
彼
は
、
犬
養
た
ち
と
日
本
経
済
会
を
組
織
し
、
わ
が
国
最
初
の
内
閣
に
谷

干
城
が
入
閣
し
農
商
務
大
臣
に
就
任
す
る
と
そ
の
秘
書
官
に
な
り
、
谷
干
城
の
案
内
役
と
し
て
、
谷
の
欧
州
視
察
に
随
行
す
る
（
明

治
十
九
年
）
。
『
佳
人
之
奇
遇
』
で
は
、
第
十
巻
の
巻
末
に
、
「
海
南
古
狂
将
軍
」
と
い
う
名
で
谷
が
登
場
し
、
外
遊
す
る
か
ら
一
諸

に
行
こ
う
、
と
作
中
の
散
士
を
さ
そ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
主
人
公
は
将
軍
と
各
地
を
旅
す
る
の
で
あ
る
（
小
説
で
も
）
。

　
帰
国
後
、
谷
の
名
声
と
と
も
に
四
朗
の
名
も
あ
が
り
、
政
界
の
名
士
と
な
り
、
後
藤
象
次
郎
ら
の
大
同
団
結
運
動
に
も
招
か
れ
。

　
「
大
阪
毎
日
」
の
刊
行
、
陸
羯
南
の
「
日
本
」
の
社
友
、
さ
ら
に
は
、
明
治
二
十
五
年
以
来
、
会
津
選
出
（
の
ち
に
若
松
選
出
）
の
代

議
士
を
大
正
期
ま
で
数
期
つ
と
め
た
。
日
清
戦
争
後
に
三
浦
梧
楼
中
将
が
朝
鮮
に
赴
任
す
る
と
、
乞
わ
れ
て
そ
れ
に
加
わ
り
、
閔
妃

殺
害
事
件
に
関
係
あ
り
と
見
ら
れ
て
逮
捕
さ
れ
、
広
島
の
獄
に
つ
な
が
れ
る
（
『
佳
人
之
奇
遇
』
第
十
六
巻
は
、
広
島
の
獄
に
つ
な
が
れ
た

散
士
の
夢
枕
に
金
王
均
ら
か
あ
ら
わ
れ
て
、
上
海
で
殺
さ
れ
た
次
第
な
ど
を
語
り
、
驚
い
て
お
き
た
散
士
が
、
暗
黒
の
獄
中
で
、
外
を
巡
視
す
る
警

邏
の
靴
音
と
剣
の
響
を
聞
く
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
）
。

　
無
罪
釈
放
さ
れ
た
四
朗
は
、
後
に
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
政
党
内
閣
、
隈
板
内
閣
（
明
治
三
十
一
年
六
月
～
十
月
）
の
成
立
に
際
し

て
、
大
石
正
巳
農
商
務
大
臣
の
下
で
次
官
を
つ
と
め
る
。
こ
の
時
、
大
石
正
巳
の
秘
書
官
を
つ
と
め
た
の
が
、
日
本
で
最
初
の
ア
イ
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ア
ラ
ン
ド
問
題
に
関
す
る
単
行
書
『
愛
蘭
惨
状
経
世
偉
略
』
国
士
館
、
明
治
二
十
五
年
、
を
著
し
た
対
馬
健
之
助
で
あ
る
。
対
馬
は

後
に
大
阪
毎
日
新
聞
に
入
り
、
同
社
の
経
営
に
あ
た
る
。
ま
た
、
『
愛
蘭
革
命
史
』
二
松
堂
、
大
正
十
二
年
、
の
著
者
下
田
将
美
は
、

対
馬
が
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
時
に
、
大
阪
毎
日
の
特
派
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
赴
任
し
て
い
た
。
柴
四
朗
、
対
馬
健
之
助
、
下
田

将
美
と
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
の
当
時
の
日
本
の
代
表
的
な
事
情
通
が
、
政
治
と
新
聞
の
双
方
で
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い

る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。

　
四
朗
は
こ
の
後
、
憲
政
党
分
裂
後
も
同
党
に
留
ま
り
、
山
県
有
朋
の
軍
事
費
増
加
、
増
税
に
反
対
し
て
運
動
を
お
こ
し
、
ま
た
、

清
国
視
察
を
行
な
う
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
次
第
に
政
治
よ
り
離
れ
、
大
正
四
年
の
大
隈
内
閣
で
外
務
参
政
官
に
な
っ
た
の
を

最
後
に
引
退
し
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
、
七
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　
著
書
に
は
、
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
ほ
か
、
『
東
洋
美
人
ノ
歎
』
明
治
九
年
、
『
東
洋
之
佳
人
』
明
治
二
十
一
年
、
『
河
野
磐
州
伝
』

明
治
二
十
一
年
、
『
埃
及
近
世
史
』
明
治
二
十
二
年
、
『
日
露
戦
争
、
羽
川
六
郎
』
明
治
三
十
六
年
な
ど
の
小
説
と
、
「
東
京
毎
日
」
、

「
朝
野
」
、
「
大
阪
毎
日
」
、
「
東
海
経
済
新
報
」
、
「
経
世
評
論
」
な
ど
の
新
聞
雑
誌
へ
の
論
稿
が
あ
る
。

－232－



　
　
　
　
　
　
三
、
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
の
寄
贈
図
書

　
福
島
県
会
津
若
松
市
の
若
松
市
立
会
津
図
書
館
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
十
一
日
に
開
館
し
て
い
る
。
『
若
松
市
立
会
津
図
書
館

一
覧
』
明
治
四
十
三
年
二
月
十
日
、
に
よ
る
と
、
図
書
館
設
立
の
経
過
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
十
三
年
五
月
十
日
、
「
皇
太
子
殿
下
御
結
婚
の
大
典
」
を
期
に
、
会
津
図
書
館
共
立
会
が
作
ら
れ
、
山
川
健
次
郎
、
柴
四

朗
、
今
泉
六
郎
ら
会
津
出
身
の
有
力
者
が
こ
れ
に
協
力
し
、
名
を
連
ね
る
。

　
会
津
で
は
、
会
津
漆
園
会
と
い
う
主
に
旧
藩
士
を
中
心
と
す
る
物
産
会
が
、
そ
れ
ま
で
八
年
間
に
蓄
積
し
た
基
金
を
全
部
図
書
館

股
立
の
費
用
に
提
供
す
る
。
図
書
館
の
建
物
は
明
治
三
十
五
年
十
月
に
竣
功
し
、
市
に
寄
附
さ
れ
た
。

　
図
書
に
つ
い
て
は
、
地
元
お
よ
び
在
京
の
人
々
の
寄
贈
本
が
、
基
礎
を
な
し
た
。
『
一
覧
』
に
は
多
数
の
寄
贈
者
名
が
印
刷
さ
れ

て
あ
り
、
寄
贈
冊
数
も
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
頭
は
柴
四
朗
で
あ
っ
た
。
寄
贈
冊
数
は
七
九
〇
冊
で
あ
る
。
今
泉
六
郎
の
二
四
七
冊
と

い
う
の
が
そ
れ
に
つ
ぐ
冊
数
で
あ
る
が
、
大
方
は
、
数
冊
で
あ
る
。
ま
た
、
洋
書
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
実
は
同
志
社
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で
使
っ
た
英
語
の
教
科
書
で
あ
っ
た
り
し
て
、
質
的
に
も
、
甚
だ
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
の
、
数
冊
ず
つ
を

持
ち
よ
り
（
例
え
ば
、
四
朗
の
兄
五
三
郎
は
七
冊
、
弟
五
郎
は
二
冊
、
山
川
健
次
郎
は
二
十
一
冊
と
記
さ
れ
て
い
る
）
、
使
い
古
し
の
教
科
書
ま

で
並
べ
て
、
図
書
館
を
開
館
し
た
彼
ら
の
熱
意
に
、
深
く
打
た
れ
た
。
薄
暗
い
書
庫
の
中
で
、
ほ
こ
り
を
払
っ
て
そ
れ
ら
の
古
び
た

書
物
を
取
出
す
度
に
、
会
津
戦
争
敗
北
以
来
の
彼
ら
の
う
め
き
と
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
、
必
死
で
這
い
上
っ
た
彼
ら
の
気
迫
が
、

伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
但
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
洋
書
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
）
。

　
寄
贈
図
書
の
目
録
は
、
和
書
と
洋
書
に
分
け
て
作
ら
れ
て
い
る
。
洋
書
の
目
録
は
、
題
名
等
が
適
当
に
和
訳
さ
れ
、
一
応
の
分
類

を
さ
れ
て
、
薄
い
一
冊
の
和
綴
り
の
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
で
、
タ
テ
書
き
さ
れ
て
あ
り
、
寄
贈
者
の
氏
名
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
館
員
の
一
人
の
手
で
、
最
近
、
そ
の
う
ち
の
柴
四
朗
の
寄
贈
本
に
つ
い
て
、
鉛
筆
書
き
で
「
柴
氏
」
と
記
入
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
自
発
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
筆
者
が
現
物
と
照
合
し
た
結
果
で
は
、
か
な

り
の
脱
落
が
発
見
さ
れ
た
。
題
名
等
の
和
訳
も
、
か
な
り
古
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
も
と
の
書
名
も
、
筆
者
名
も
、
リ
ス
ト
か
ら
は

推
測
不
可
能
な
も
の
が
少
く
な
い
。

　
幸
い
、
書
物
の
中
扉
に
は
、
す
べ
て
、
例
え
ば
「
明
治
三
六
年
四
月
　
　
日
　
柴
四
朗
君
寄
贈
」
と
い
う
具
合
に
、
寄
贈
者
の
氏

名
と
寄
贈
年
月
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
四
朗
の
寄
贈
図
書
の
う
ち
「
洋
書
」
は
四
百
冊
前
後
ら
し
い
。
残
り
は
和
書
ま
た
は

漢
書
で
あ
ろ
う
。
第
一
節
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
全
部
を
調
べ
る
の
は
、
か
な
り
先
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
生
涯
」
の

節
の
最
後
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
六
年
（
十
一
月
）
以
降
四
朗
は
書
物
を
著
し
て
い
な
い
。
会
津
図
書
館
に
彼
が
書
物
を
寄
贈

し
た
の
は
、
同
年
四
月
で
あ
る
。
彼
が
ど
れ
程
の
書
物
を
所
蔵
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
主
な
も
の
は
、
す
べ
て

こ
の
時
に
寄
贈
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
没
後
卒
業
免
状
ま
で
寄
贈
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
の
時
に
改
め
て
書
物
が
寄
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贈
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
、
四
朗
が
、
寄
贈
す
る
に
足
る
書
物
は
、
す
べ
て
明
治
三
十
六
年

に
贈
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
十
歳
を
す
ぎ
た
東
海
散
士
に
は
、
何
か
、
書
物
を
離
れ
筆
を
折
る
事
情

が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
彼
が
結
婚
し
た
の
は
明
治
四
十
二
年
、
五
十
七
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
柴
四
朗
寄
贈
図
書
（
洋
書
）

図
書
番
号
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四
、
む
す
び
に
か
え
て

　
前
節
に
記
し
た
寄
贈
書
の
構
成
を
み
る
と
、
大
別
し
て
四
種
類
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
異
教
徒
」
四
朗
に
キ
リ
ス
ト
教
を
教
え
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
「
善
意
」
に
よ
る
贈
り
物
で
あ
る
場
合

が
多
い
ら
し
く
、
扉
に
、
贈
り
主
の
名
が
、
献
辞
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
２
、
に
は
K
r
.

S
h
i
r
o

S
h
i
b
a
｡

w
i
t
h
k
{
n
d
r
e
g
a
r
d
s
o
f
式
a
々
宛
{
o
叱
s
｡

I
b
e
r
b
r
o
o
k
ﾞ
七
日
r
d
e
l
p
h
i
a
｡

1
1
.
2
2
'
}
∝
∝
2
'
と
あ
り
、
４
、
に
は
、
{
.
o
m
M

f
r
{
e
n
d
恥
政
ぶ
'
哨
疏
ど
ﾞ
a
∽
a
∽
c
}
'
o
}
p
r
Q
n
d
a
L
o
v
e
r

o
f

T
r
U
t
r
Q
o
d
K
n
o
w
l
e
d
g
e
f
r
o
m
}
-
ﾝ
ﾀ
∽
y
}
e
ﾞ
七
に
r
d
e
}
p
h
i
a
｡

2
2
N
o
v
･
↑
8
8
4
･
と
あ
る
。
四
朗
が
熱
心
な
勉
強
家
で
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
論
客
で
あ
っ
て
、
学
友
お
よ
び
教
師
に
親
し
ま
れ

尊
敬
さ
れ
て
い
た
様
子
が
、
こ
う
し
た
献
辞
か
ら
伺
え
る
。
若
干
の
鉛
筆
に
よ
る
印
な
ど
は
あ
り
、
ま
た
、
中
国
の
仏
教
の
僧
侶
な

ど
に
つ
い
て
の
英
文
の
書
き
こ
み
な
ど
も
あ
る
が
、
四
朗
自
身
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
図
書
を
読
ん

で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
対
称
的
な
の
が
、
最
も
多
い
比
率
を
占
め
ろ
世
界
各
国
の
地
理
お
よ
び
歴
史
を
扱
っ
た
書
物
で
あ
る
。
ベ
デ
カ
ー
の
旅
行

案
内
も
含
め
て
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
南
米
（
ア
マ
ゾ
ン
）
、
ビ
ル
マ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
バ
ル
カ
ン
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
、
日
本
、
つ
ま
り
、
中
近
東
か
ら
ア
ジ
ア
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
と
殆
ど
の
地
域
の
地
理
、
歴
史
、
社
会
に
つ
い
て
の
書
物
が
揃
っ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
独
立
運
動
を
扱
っ
た
書
物
を
四
朗
は

著
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
材
料
に
利
用
し
た
ら
し
く
、
エ
ジ
プ
ト
関
係
の
書
物
数
点
に
は
、
彼
独
得
の
鉛
筆
に
よ
る
印
が
多
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く
記
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
関
係
の
も
の
に
印
が
あ
る
の
は
、
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
散
士
の
恋
人
役
の
ス
ペ
イ
ン
の

美
女
幽
蘭
の
舞
台
に
利
用
し
た
跡
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
史
関
係
の
二
冊
（
}
7
r
2
芯
）
で
あ
っ
て
、
ど
ち

ら
も
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
が
自
由
貿
易
政
策
の
た
め
貧
困
に
あ
え
い
で
い
る
様
を
詳
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
、
即
ち
ス
キ
ャ
ン
ラ

ン
の
書
物
に
は
、
K
r
.

S
h
i
r
o

S
h
i
b
a

w
i
t
h
t
r
e
g
g
Q
r
d
s
o
f
E
･
f
r
-
e
n
d
印
{
a
訃
e
a
H
e
u
y
l
e

B
a
{
r
d
ﾞ
p
ぎ
}
a
d
･
哨
呂
･

2
8
/
8
1
.
　
と
あ
る
。
こ
の
書
物
は
M
a
t
n
e
w

i
^
a
r
e
y
｡
H
e
n
r
y

C
h
a
r
l
e
s

C
a
r
e
ﾂ
H
e
n
々
の
a
r
e
y
a
a
t
d
と
三
人
の
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ア
リ
ー
父
子
は
、
勿
論
、
保
護
貿
易
主
義
の
経
済
学
者
と
し
て
著
名
な
二
人
で
あ

る
。
彼
ら
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
三
人
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
解
放
運
動
の
輝
け

る
指
導
者
達
で
あ
り
、
ま
た
、
一
族
で
あ
っ
た
。
四
朗
に
こ
の
書
物
を
贈
っ
た
先
生
の
姓
が
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
も
ま
た

そ
の
一
族
な
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
『
佳
人
之
奇
遇
』
で
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
交

友
関
係
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
朗
の
保
護
貿
易
主
義
が
ケ
ア
リ
ー
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
の
も
明
白
で
あ
る
。

　
四
朗
の
蔵
書
に
は
、
ま
た
、
国
家
論
、
憲
法
論
な
ど
の
一
群
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
か
な
り
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
。
ぽ
Ｉ
、
や
ド
イ

ツ
憲
法
に
関
す
る

1
0
5
、
英
国
憲
法
に
関
す
る
1
0
7
、
な
ど
が
か
な
り
よ
く
読
ま
れ
て
お
り
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
伝
記
4
9
で
は
、
　
t
r
U
e

l
i
b
e
r
t
y
w
a
s

t
o

b
e
f
o
u
ｺ
d
n
e
i
t
h
e
r
{
n

d
Q
s
p
o
t
i
s
m
ﾞ
n
o
『
{
n
t
y
e
e
M
t
r
e
m
e
Q
o
f
d
Q
m
o
c
r
a
Q
ﾞ
ざ
u
{
{
n
m
o
d
e
r
a
t
e

咬
o
V
e
r
n
m
e
n
t
Q
a
}
o
o
e
ぃ
f
o
｢
t
o
O
m
U
c
r
d
e
m
O
c
r
Q
召
｣
e
a
d
Q
t
o
p
O
p
U
l
a
r
d
e
s
p
o
t
{
s
m
°
と
い
う
部
分
に
下
線
が
ひ
い
て
あ
っ

た
り
し
て
、
四
朗
の
立
場
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
肝
心
の
経
済
学
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
目
立
っ
た
特
長
は
な
い
。
勿
論
、
書
物
の
種
類
か
ら
十
分
伺
え
る
よ
う
に
、
彼
の
主

な
学
習
は
実
学
と
保
護
主
義
で
あ
っ
て
、
ケ
ア
リ
ー
、
バ
ス
テ
ィ
ア
、
啓
蒙
家
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
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ー
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
四
朗
自
身
も
『
倍
大
之
奇
遇
』
の
序
で
、
実
用
の
学
を
お
さ
め
た
旨
記
し
て
い
る
が
ｒ
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
あ
っ
て
、
経
済
理
論
に
は
あ
ま
り
関
心
が
向
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
何
故
か
、
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
は
見
当
ら
ず
、
リ
カ

ー
ド
は
マ
カ
ロ
ッ
ク
版
で
あ
る
が
、
第
八
章
か
ら
先
は
頁
も
切
っ
て
な
い
（
も
っ
と
も
、
ｙ
で
ま
で
読
ん
で
い
れ
ば
理
論
上
は
十
二
分
と
い

う
見
方
も
出
来
る
が
）
。
Ｊ
・
ミ
ル
の
『
要
綱
』
も
第
三
節
利
潤
か
ら
先
は
頁
が
切
れ
て
な
い
。
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
は
『
代
議
政
体
論
』

が
あ
る
の
み
で
、
『
原
理
』
は
な
い
。
マ
ル
サ
ス
が
一
冊
も
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
こ
う
し
た
第
一
級
の
古
典
の
欠
落
に
く
ら

べ
て
、
お
そ
ら
く
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
経
済
理
論
書
は
数
も
多
く
、
読
ん
だ
あ
と
も
多
く
印
さ
れ
て
い
る
。
1
2
5
、
に
は
、
ス

ミ
ス
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
あ
た
り
に
印
が
あ
り
、
1
4
1
の
鉄
道
論
な
ど
に
は
大
分
読
ん
だ
あ
と
が
あ
る
。
1
5
1
に
は
、
価
格
変
動
を
扱

っ
た
章
に
、
「
若
シ
或
経
済
家
ノ
論
ノ
如
ク
物
価
ト
貨
価
ト
傍
テ
離
レ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
物
価
減
ス
ル
時
ハ
貨
価
随
テ
落
ル
故
ニ
世

間
べ
a
}
g
の
浮
沈
ノ
為
ニ
損
得
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
書
込
ん
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
自
由
貿
易
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
部
分
な
ど
に
も

同
感
の
印
が
あ
る
。

　
再
三
弁
解
し
て
き
た
よ
う
に
、
ま
だ
調
査
は
途
中
で
あ
り
、
書
き
こ
み
そ
の
他
に
つ
い
て
も
検
討
は
今
後
の
課
題
に
残
し
て
あ

る
。
近
く
、
完
成
し
た
リ
ス
ト
と
、
四
朗
の
学
習
の
跡
の
再
現
を
発
表
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
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